
機関誌「ほいくしんり」第 1７号 応募要項 

1．はじめに 

 2008 年からスタートした「保育心理士研究会の機関誌『ほいくしんり』」もおかげさま

で、本年度まで 1７号まで発刊することが出来ました。 

 この『ほいくしんり』の中でも保育現場の保育心理士の実践報告は、保育心理士会のみな

らず外部の研究者や研究機関からも注目され、保育者の資質の向上にも一定程度の役割を

果たすとともに、保育心理士資格取得講座の内容は、北海道、京都府、岐阜県、福岡県など

で「保育士等キャリアアップ研修」としても広く認められてきました。 

 そのような現状を踏まえ、2023 年度もいよいよ『ほいくしんり』1７号の編集に入りま

す。編集に当たっては、みんなでつくる『ほいくしんり』を目指して、厚みを増してきた保

育心理士会の会員のみなさま方の積極的な参加をお願いし、実践報告原稿の公募をするこ

とにしました。 

 保育心理士各位におかれましては、「保育心理士の実践報告」に積極的に応募していただ

くことにより、保育心理士の日常の実践がよりいっそう充実するとともに、保育心理士の交

流の場が広がることを編集者一同心より願っています。 

 

令和６年４月 

『ほいくしんり』編集者一同 

 

2．応募資格 

 保育心理士資格をお持ちの方。（個人、グループでの報告も可能） 

 

3．募集人数 

 4 名 

 

4．注意事項 

（1）応募いただいた内容は保育心理士会幹事会にて審査させていただきます。 

（2）5000～8000字程度で作成ください。図・表・写真等も掲載可能です。 

（3）論文や文献等を引用した場合は必ず出典を明記してください。 

（4）提出いただいた原稿の内容は助言者より助言させていただく場合があります。 

（5）助言者、事務局とのやりとりは基本的にメールとなります。 

原稿はデータファイルでご提出ください。 

（6）原稿の最後に執筆者のプロフィール（顔写真）を掲載させていただきます。 

（7）執筆にあたっては、「ほいくしんり」バックナンバーを参照ください。 

 



4．フォローアップポイント 

 掲載させていただいた方にはフォローアップポイント 6 ポイントを付与します。 

 

5．応募方法 

 『機関誌「ほいくしんり」第 1７号応募用紙』に必要事項を記入・入力し、下記の送

付先までお送りください。 

 

6．応募締切 

 202４年５月３１日（金）必着 

 

7．問合せ・応募用紙送付先 

 〒600-8505 京都市下京区烏丸通七条上る常葉町 真宗大谷派宗務所教育部内 

 公益社団法人 大谷保育協会 

 TEL：075-371-9207・FAX：075-371-9223 

E-mai：o-hoiku@ceres.ocn.ne.jp 

 


